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会 社 概 要 

ITコーディネータ紹介 

寺中武裕 氏 
北海道ITコーディネータ協議会 
http://www.itc-hokkaido.org/

　東芝情報システム（http://www.tjsys. 
co.jp）に勤務。ITSSP事業など北
海道 ITコーディネータ協議会の IT
支援活動に積極的に参加している。 
　エルムため楽器の IT化では、アク
ションプランの作成（何をどの順番で
実行していくか）がポイントになった。
当初の議論では、データベースを先
に構築しようという意見も出たが、寺
中氏はデータを活用するにはディスカッ
ションのできる土壌が必要と、情報
共有の基盤づくりを優先。この判断
が無理のないステップとなり、良い結
果を生みつつある。 
　現場で指揮を取る江幡氏が「われ
われが気づかないことがわかったり他
業界との比較など、様々なことを学
べて大変よかった」と話すとおり、同
社の活性化を後押ししている。 

エルムため楽器のIT化ステップ エルムため楽器のIT化ステップ エルムため楽器のIT化ステップ 
〈課題〉 〈IT〉 
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情報共有をし、社長の考え、 
社員の考えがそれぞれ伝わ 
るようにする 

1 グループウェア 
の導入 

今！ 

バラバラになっている顧客情報を 
横断的に見えるようにしたい 2

この後
 

データベースを電話と連動させる 3

サーバーで 
データベースを 
一元管理 
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前方中央が代表取締役社長
寺田良紀氏。社内の経営管
理業務を担当している統括
本部長の江幡一馬氏（左）と
当時入社2年目ながら社員を
代表してITSSP事業に参加
した大道幸子氏（右） 

　IT推進課では4名の職員が配置され、地域企
業の ITの有効活用と IT産業の経営基盤強化を推
進している。2003年度、2004年度と ITSSP事
業の実施機関となりIT化のプロセスに直接携わっ
てきた。 
　今回のエルムため楽器について、鈴木伸明課
長は下記のように評価する。 
　「IT投資は、①経営革新を実現する新たな情報システムが存在し、②経営者
がITによる経営革新を認識して、③社内にそれを実行する時間的・人的余裕が
ある、という条件がそろって初めて実行できる。機が熟したタイミングを逃さ
ないことが大切。エルムため楽器はこの条件を満たしたことに加え、寺田社長
が強い意志を持って臨んだこと、当初から実務担当者である大道さんが社長と
ともに参加していたことが取り組みをスムーズに進める要因になったと言える」 
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顧客 
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D

株式会社エルムため楽器 
本社：北海道札幌市中央区南8条西17丁目3-10 
　　　室蘭、釧路などに合計7拠点を持つ 
設立：1974年  
従業員：107名 （講師数 約400名） 
事業内容：楽器や関連製品の販売、音楽教室の経
営及び音楽興行の企画斡旋、英語教室の運営など。
YAMAHA の特約店。
URL：http://www.elm-
t.co.jp/ 

　今春、札幌に200 人規
模のホールや教室を備えた
店舗を完成予定。様々な企
画を用意して地域の人々が
音楽を通じで集い、寛げる
場を提供するとのことだ。 

 

札幌商工会議所 IT推進課 
鈴木伸明課長（右） 
と吉川直克係長 

出会いと成功の場を提供 
札幌商工会議所 IT推進課 
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音
楽
の
あ
る
生
活
は
、
子
ど
も
を
健
全

に
成
長
さ
せ
、
人
々
の
心
を
豊
か
に
す
る

―
―
北
海
道
札
幌
市
の
エ
ル
ム
た
め
楽
器

は
、
音
楽
で
地
域
社
会
へ
の
貢
献
を
目
指

す
企
業
。
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｈ
Ａ
の
特
約
店
と
し

て
北
海
道
内
に
80
の
音
楽
教
室
と
７
つ
の

販
売
拠
点
を
持
つ
。
事
業
の
幅
は
広
く
、

楽
器
販
売
、
調
律
等
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、

英
語
教
室
、
企
画
催
事
な
ど
も
手
が
け
て

お
り
、
総
顧
客
数
は
4
万
人
ほ
ど
に
な
る
。 

　
多
店
舗
展
開
と
多
数
の
顧
客
。
業
態
上

の
特
徴
は
、
同
時
に
エ
ル
ム
た
め
楽
器
の

経
営
課
題
で
も
あ
っ
た
。 

　
 

　
 

　
 

　
１
０
０
名
ほ
ど
の
従
業
員
を
指
揮
す
る

寺
田
良
紀
社
長
は
、
一
人
一
人
と
も
っ
と

情
報
交
換
を
し
た
い
と
考
え
て
い
た
。
方

針
を
正
し
く
伝
え
た
い
し
、
逆
に
顧
客
と

直
に
接
し
て
い
る
担
当
者
の
意
見
も
聞
き

た
い
。
ま
た
、
顧
客
情
報
が
事
業
ご
と
に

バ
ラ
バ
ラ
に
管
理
さ
れ
て
い
る
た
め
顧
客

の
動
き
を
十
分
に
把
握
で
き
な
い
悩
み
も

あ
っ
た
。「
一
人
の
お
客
様
が
楽
器
購
入

者
で
も
あ
り
教
室
の
生
徒
で
も
あ
る
と
わ

か
れ
ば
、
趣
向
に
合
っ
た
コ
ン
サ
ー
ト
企

画
も
提
案
で
き
る
。
も
っ
と
ト
ー
タ
ル
に

情
報
が
わ
か
る
よ
う
に
し
た
い
」
―
こ
の

思
い
が
、
Ｉ
Ｔ
の
活
用
へ
と
向
か
わ
せ
た
。 

　
寺
田
社
長
は
同
じ
札
幌
地
区
で
Ｉ
Ｔ
化

に
成
功
し
た
食
品
会
社
の
例
を
参
考
に
、

２
０
０
３
年
に
札
幌
商
工
会
議
所
が
開
催

し
た
Ｉ
Ｔ
Ｓ
Ｓ
Ｐ
事
業
の
経
営
者
研
修
会

に
参
加
す
る
。
そ
の
際
、「
社
内
で
実
践

す
る
際
に
中
心
と
な
る
人
間
が
最
初
か
ら

関
わ
っ
た
方
が
よ
い
」
と
、
実
務
担
当
者

の
大
道
幸
子
氏
も
同
席
さ
せ
た
が
、
こ
の

判
断
が
後
の
導
入
を
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る

ポ
イ
ン
ト
に
も
な
っ
た
。 

　
４
日
間
の
研
修
会
が
終
了
す
る
と
引
続

き
計
画
書
策
定
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
受
け
、
Ｉ
Ｔ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
の
寺
中
武
裕
氏
ら
と
情
報
化
の
企
画
を

煮
詰
め
て
い
っ
た
。 

　
寺
中
氏
が
重
視

し
た
の
は
Ｓ
Ｗ
Ｏ

Ｔ
分
析
。
強
み
・

弱
み
・
機
会
・
脅

威
の
４
項
目
で
会

社
の
現
状
を
捉
え

る
手
法
だ
。
今
回

ユ
ニ
ー
ク
だ
っ
た

の
は
関
係
者
だ
け

で
な
く
「
せ
っ
か
く
の
機
会
な
の
で
全
社

員
に
書
い
て
も
ら
っ
た
」（
寺
中
氏
）
こ

と
。
反
応
は
予
想
以
上
で
、
各
拠
点
か
ら

続
々
と
分
析
表
が
戻
っ
て
き
た
。
各
社
員

の
思
い
は
寺
田
社
長
の
そ
れ
と
大
き
な
ズ

レ
も
な
く
、
進
む
べ
き
方
向
性
を
再
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
自
分
の
頭

で
考
え
自
分
の
言
葉
で
表
現
す
る
こ
と
は
、

主
体
性
を
高
め
る
意
味
で
も
良
い
機
会
に

な
っ
た
。 

　
方
向
性
を
定
め
た
ら
、
後
は
実
行
あ
る

の
み
。
実
務
担
当
の
大
道
氏
が
方
向
性
を

把
握
し
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
着
々
と

作
業
が
進
ん
で
い
く
。
ま
ず
は
グ
ル
ー
プ

ウ
ェ
ア
を
使
っ
た
情
報
共
有
、
そ
の
次
は

バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
て
い
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

を
統
合
し
て
顧
客
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ

る
こ
と
、
と
行
動
計
画
を
立
て
た
。 

　
グ
ル
ー
プ
ウ
ェ
ア
に
つ
い
て
は
、
サ
ー

バ
ー
管
理
が
不
要
な
Ａ
Ｓ
Ｐ
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
。
各
拠
点
間
は
す
で
に
ブ
ロ
ー
ド
バ

ン
ド
で
Ｖ
Ｐ
Ｎ
接
続
さ
れ
て
い
た
の
で
導

入
は
容
易
だ
っ
た
。
グ
ル
ー
プ
ウ
ェ
ア
と

い
う
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
な
ど
が
思
い

浮
か
ぶ
が
、
同
社
は
、
掲
示
板
機
能
に
着

目
し
た
。
社
員
が
意
見
や
提
言
、
報
告
を

書
き
込
む
と
上
司
や
別
の
拠
点
の
社
員
が

コ
メ
ン
ト
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
書
き
込
む
と

い
っ
た
使
い
方
だ
。
効
果
は
ど
う
だ
っ
た

の
だ
ろ
う
か
？
 

　
経
営
管
理
を
統
括
す
る
江
幡
一
馬
氏
は

「
最
初
は
心
配
し
た
が
思
っ
た
以
上
。
発

言
の
少
な
か
っ
た
社
員
が
積
極
的
に
書
き

込
む
の
を
見
て
、
新
た
な
発
見
を
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
」
と
笑
顔
を
見
せ
る
。
寺

田
社
長
が
毎
朝
目
を
通
し
必
要
な
書
き
込

み
に
は
返
事
を
書
く
と
い
う
徹
底
し
た
運

用
も
功
を
奏
し
、
社
内
に
は
「
情
報
共
有
」

が
し
っ
か
り
と
根
付
い
て
き
た
。 

   　
そ
し
て
、
今
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
顧

客
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
だ
。 

　
エ
ル
ム
た
め
楽
器
の
顧
客
デ
ー
タ
は
提

携
先
の
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｈ
Ａ
の
シ
ス
テ
ム
を
利

用
す
る
関
係
上
、
音
楽
教
室
、
販
売
な
ど

項
目
ご
と
に
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
分
か
れ
て

い
る
。
こ
れ
を
顧
客
ご
と
に
横
断
的
に
見

ら
れ
る
よ
う
に
し
、
自
社
と
の
関
わ
り
方

を
掴
も
う
と
い
う
も
の
だ
。 

　
こ
の
４
月
か
ら
は
個
人
情
報
保
護
法
が

完
全
施
行
さ
れ
る
。
多
く
の
顧
客
情
報
を

持
つ
同
社
に
と
っ
て
「
顧
客
情
報
が
散
在

し
て
い
る
の
は
良
い
状
況
で
は
な
か
っ
た
。

一
元
管
理
さ
れ
ア
ク
セ
ス
権
の
設
定
も
で

き
る
の
で
、
導
入
タ
イ
ミ
ン
グ
と
し
て
も

ピ
ッ
タ
リ
だ
っ
た
」（
寺
中
氏
）。 

　
Ｉ
Ｔ
Ｓ
Ｓ
Ｐ
へ
の
参
加
か
ら
１
年
半
。

意
見
の
取
り
ま
と
め
や
サ
ポ
ー
ト
に
奔
走

し
て
き
た
大
道
さ
ん
は
「
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
を
勉
強
し
な
が
ら
や
っ
て
き
ま
し
た
が
、

皆
の
思
い
が
理
想
に
向
か
っ
て
着
実
に
進

ん
で
い
る
こ
と
は
す
ば
ら
し
い
」
と
目
を

輝
か
せ
る
。
若
手
社
員
が
経
営
改
革
の
プ

ロ
セ
ス
を
体
験
し
た
こ
と
は
、
同
社
に
と

っ
て
大
き
な
財
産
と
な
る
に
違
い
な
い
。 

　
寺
田
社
長
は
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
完
成
し

た
ら
、
全
員
で
意
見
を
出
し
合
い
、
使
い

道
を
工
夫
し
て
ど
ん
ど
ん
活
用
し
て
い
き

た
い
と
言
う
。
社
員
が
自
分

で
考
え
発
言
で
き
る
土
壌
が

で
き
た
今
、
顧
客
を
喜
ば
せ

る
企
画
が
次
々
と
上
が
っ
て

く
る
に
違
い
な
い
。 
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チャレンジする経営者 

ITは使いやすくなったのかPart 3

平成16年度 
IT活用型経営革新モデル 
事業採択企業事例 

北
海
道
札
幌
市
・
楽
器
販
売
業
 

エ
ル
ム
た
め
楽
器
の
場
合
 


